


現しようとすると数十台～数百台規模のネッ
トワーク機器が必要。かといって機器点数を
減らしてコストを抑えようとすると、どこかに
ボトルネックが生じます。その点、NSXでネッ
トワーク仮想化を行えば、すべての制御を論
理的に行えるようになりますので、このメリッ
トは非常に大きいと感じましたね」と小野寺
氏は語る。

　全社の開発業務を支える重要な基盤だけ
に、同社では本番環境への導入に先立ち綿密
なPoC（コンセプト検証）を実施。そこでも十分
な手応えを感じられたことから、本格的に構築
作業を進めていった。
　「ここで感心させられたのが、NSXの柔軟
性の高さです。APIが非常に充実しているの
で、我々が考えていたような運用は、ほぼプロ
グラムで自動化できてしまう。たとえば、開発
向けクラウドを利用する際にはユーザ認証を
行いますが、これもAD連携で簡単に実装する
ことが可能。また、すべてのファイアウォール
に対して共通のセキュリティポリシーを効かせ
たいような場合も、一括配布機能を利用して
効率的に作業が行えます」と布袋氏は語る。
　こうして構築された新ネットワーク環境
は、2016年3月より本番稼動を開始。開発向
けクラウドの運用効率化に大きなメリットを
もたらしている。「初期環境のセットアップ作
業などを自動化することで、約20％の工数削
減を実現。今後さらに自動化を進めていけ
ば、約80％の工数を削減できると見込んでい
ます。従来の環境では、物理機器の設定変更
などを我々とは別のネットワーク管理チーム
に依頼する必要がありましたが、現在では
NSX上ですべての操作が行えますので大変
助かっていますね」と布袋氏は力強く語る。
　新環境への移行についても、NSXの柔軟さ
が大きく貢献している。小野寺氏は「いくら利
便性・安全性が向上するとはいえ、現在進行
中のプロジェクトに対して、開発中のシステム
のIPアドレスを変えてくれとは頼みにくい。そ
の点NSXなら、既存のIPアドレス体系をその
まま継承できます。また、以前は社内IPアドレ
ス空間の枯渇が大きな課題になっていました
が、これもプライベートアドレス空間への移行
を図ることで無事解決できました」と語る。

　懸案であったセキュリティについても、大幅
な改善が図られている。現在ではマイクロセグ


